
2019 年 12 ⽉ 3 ⽇ 
「AI と倫理」シンポジウム案 

吉備国際⼤学 ⼤⾕卓史 
１．趣旨 
ディープラーニングを代表とする機械学習の進展によって、巨⼤なデータ群をもとに複雑
な認識・判断を⾏う⼈⼯知能（AI）が実⽤化の段階に⼊った。ところが、AI が社会に浸透・
普及するにあたって、その濫⽤や誤⽤・誤解への懸念も⼩さくない。2010 年代以降数多く
の政府や NPO、超国家組織（欧州共同体、OECD など）が AI の設計・製造・運⽤にかか
わる倫理指針を発表してきたのがその表れである。本シンポジウムは、AI と倫理に関わる
現代から近未来にかけての課題を俯瞰すると同時に、政府規制・教育・社会応⽤における具
体的課題に関して、第⼀線の論者を招き総合的かつ多⾯的に討論する 
 
２．実施⽇時場所 
⽇時：2020 年 6 ⽉ 4 ⽇(⽊) 13:30〜18:00 
場所：⽴教⼤学太⼑川記念館カンファレンス・ルーム 
※SITE/EIP 共催研究会 
 
３．構成（下線時刻を守り、途中休憩・休憩等で時間調整） 
司会：森住哲也 SITE 研究会研究専⾨委員会委員⻑（次期顧問） 
※シンポジウムに向けて質問票を会場に配布、シンポジウム前の休憩時間までに回収・整理。 
（１）開会あいさつ（⼩川賢 SITE 研究会専⾨委員会副委員⻑（次期委員⻑）） 13:30-13:35 
（２）講演 各 25 分（195 分 途中休憩含む）13:35-16:50 
１）AI と倫理：⽣存していない⼈々のプライバシー 中川裕志先⽣（理化学研究所） 
２）海外における AI の倫理規制の動向 加藤尚徳先⽣（KDDI 総合研究所） 
３）AI・データサイエンス教育における倫理教育 村上祐⼦先⽣（⽴教⼤学） 
４）データサイエンスの実務とビジネス・倫理 森下壮⼀郎先⽣（サイバーエージェント）  
―途中休憩 20 分― 
５）AI スコアリングの倫理 折⽥明⼦先⽣（関東学院⼤学） 
６）フェイクニュースと AI の倫理 久⽊⽥⽔⽣先⽣（名古屋⼤学） 
７）AI は『仕事』を奪うのか−AI 導⼊に伴う失業問題の再定義 ⼤澤博隆先⽣（筑波⼤学） 
−休憩 20 分― 
（３）シンポジウム 45 分 17:10-17:55 
※今回はコメンテーターなし。先⽣⽅相互に意⾒確認のための質疑 15-20 分。残り時間 30-
25 分程度会場からの質問票を紹介し、先⽣⽅に回答していただく。 
（４）閉会挨拶（⼩川賢 SITE 研究会専⾨委員会副委員⻑（次期委員⻑）） 17:55-18:00 
以上。 


